


 
          ほんがわ       ゆうじろう 

氷見市長 本川 祐治郎  

                                     －ふれあいトーク－                



 

          たなせ        よしあき 

副市長 棚瀬 佳明 

                                     －ふれあいトーク－                



 
          まえつじ       あきお 

教育長 前辻 秋男 

                                     －ふれあいトーク－                



 

            たかはし  まさあき 

企画振興部長 高橋 正明  
 (1)  市の総合的企画、秘書、広報 
 (2)  地域協働、防災、交通・防犯 
 (3)  商工業、労働、観光 
 (4)  水産業 
 (5)  漁業交流館の整備  

                                     －ふれあいトーク－                



 
 

               いけだ      しずお 

防災・危機管理監 池田 士壽男      

 ・自然災害や原子力防災対策 

                                     －ふれあいトーク－                



 

         はまい   ひろふみ 

総務部長 濱井 博文 

 (1) 行政一般 

 (2) 統計 
 (3) 職員の進退及び身分 
 (4) 財政、財産 
 (5) 税 

                                     －ふれあいトーク－                



 
         みやもと       ひでお 

市民部長 宮本 秀夫  

 (1) 保育所運営、児童福祉、老人福祉  
   障害者福祉、生活保護 
 (2) 健康診査、予防接種、介護保険 
 (3) 戸籍届出、住所異動、印鑑登録 
 (4) 国民年金、国民健康保険、後期高齢者 
   医療制度 
 (5) ごみ処理、斎場運営、リサイクル 

                                     －ふれあいトーク－                



                                              じょうづか     のぶとし 

建設農林部長 定塚 信敏 
 (1) 道路、河川 
 (2) 都市計画、住宅、建築 
 (3) 上水道、下水道 
 (4) 農業、林業、農地 

                                     －ふれあいトーク－                



 
能越自動車道対策室長（建設課長兼務） 
                                         ふくしま       まさのり   

                                                                 福嶋 雅範 

 ・能越自動車道の整備推進 
 ・市管理の道路整備、管理 

                                     －ふれあいトーク－                



                                    どうじり         しげる   

消防長 堂尻  繁  

                                     －ふれあいトーク－                

 ・消防、予防、救急 



 

 消防指令事務  
 共同運用 
  仮運用H25.12.2 
  本運用H26. 1. 1 

火災情報の
問合せ 
１２月２日～ 
２２－９９９９ 



地域担当職員 
                 かどい      ひさのり  

  商工観光戦略課 角井 久則  
 

                       かわさき     たかゆき 

           農林課 川崎 隆之 

                                     －ふれあいトーク－                



                氷見市長 本川 祐治郎  

                                     －ふれあいトーク－                

市政について 



                                     －ふれあいトーク－                

ハードからソフト、ソフトからハートへ 

 

 
つぶやきを形に 

市民はまちの使い手の専門家 



子ども・妊産婦医療費助成事業 
  

小学６年生まで対象 
 

 

中学３年生までに拡大 

                                     －ふれあいトーク－                

平成２５年１０月診療分からｂ 



『氷見市の予算について』 
 

～９月補正予算の概要及び市の財政状況～ 

                                   －ふれあいトーク－                
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※「地方交付税」には、交付税の振り替えである「臨時財政対
策債」を含む 
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子育て、高齢

者福祉など（民

生） 24.3% 

防災、自治など

（総務） 15.6% 

小中学校など

（教育） 12.3% 

道路、河川など

（土木） 9.5% 

健康づくり、環

境など（衛生） 
8.2% 

農林水産業 
5.8% 

その他（消防、

議会など） 
10.1% 

借金の返済

（公債費） 
14.2% 

その他 

0.8 億円 

国・県支出金 

1.4 億円 

市債 

3.9 億円 

その他 

3.7 億円 

子育て、高齢

者福祉など（民

生） 0.3 億円  

防災、自治など

（総務） 7.2 億

円  

小中学校など

（教育） 0.5 億

円  

道路、河川など

（土木） 0.2 億

円  

健康づくり、環

境など（衛生） 

0.2 億円  

農林水産業 

0.3 億円  

その他（消防、

議会など） 1.1 

億円  

今回（9月補正）の予算 

規模を、平成24年度決算 

に当てはめると・・・ 

全体の約4%相当 



未来への投資

（市庁舎、市民

プールバイオマ

スボイラー） 
44.6% 

未来への貯金

（財政調整基金

積立金） 
32.6% 

防災・安全 

（水害対策など） 
10.8% 

生活環境・ 

利便性向上 
3.8% 

施設の維持 

・修繕 
3.4% 

社会福祉・ 

教育の充実 
2.6% 産業の振興 

1.6% 

その他 
0.6% 

補正予算額 
9億8,119万円 

9月補正予算の内容 

【補正予算の内容】 

①未来への投資 
        4億3,754万円 
  ■市庁舎移転整備 3億9,596万円 
  ■市民プール木質バイオマスボイラー 
                 整備 3,990万円 
 

②防災・安全 1億573万円 
  ■災害復旧（農地・林業施設） 9,481万円 
  ■大浦地区浸水対策事業 822万円 
 

③生活環境・利便性向上 
          3,707万円 
  ■市内路線バス維持対策 1,618万円 
  ■合併浄化槽整備推進 1,484万円 

④施設の維持・修繕 
        3,350万円 
  ■道路修繕 1,800万円 
  ■小中学校修繕 347万円 

 

⑤社会福祉・教育の充実 
        2,562万円 
  ■保育所大規模修繕 1,260万円 
  ■小中学校教材購入 513万円 
  ■生活・介護サポーター養成 360万円 

 

⑥産業振興 1,547万円 
  ■中山間地域営農組織支援 1,000万円 



市債（実質

的負担） 

10,377 万円 

市債（将来

補塡あり） 

24,213 万円 

繰入金（貯

金の取崩し） 

5,000 万円 

市庁舎移転整備事業 

3億9,596万円 

市庁舎移転整備事業の財源 
市庁舎移転整備事業の追加分（3億9,596万円）を 

          市民の税負担に当てはめると・・・ 

「緊急防災・減災事業債」の借入れ
が認められれば・・・ 

 市民ひとりあたり 

 約201円／年の負担 

       （10年間） 
 

借入れが認められなければ・・・ 

 市民ひとりあたり 

 約670円／年の負担 

       （10年間） 
（※借金の元金に係る負担） 



氷見市の財政状況① 
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実質公債費比率の推移 

 ◇３５．０％以上：財政再生団体 
   ⇒「財政再生計画」の策定、公表等が義務づけられ、地方債の発行が制限される 
 

 ◇２５．０％以上：早期健全化団体 
   ⇒「財政健全化計画」の策定、公表等が義務づけられる 
 

 ◇１８．０％以上：起債許可団体 
   ⇒地方債の発行に都道府県知事の許可が必要となる 

(%) 

◇全国平均（市区町村）は9.9% 
◇県内平均（10市）は16.7% 

見込み 



(億円) 

氷見市の財政状況② 
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公債費（借金の返済額） 

市債発行額と公債費の推移 

海浜植物園整備 

ふれスポ整備 

行財政改革の推進 

小中学校の改築・耐震化等を推進するため、
「緊急防災・減災事業債」（70～80%が将来補
塡される）を活用（11.8億円発行）。 

事業 総事業費 （うち市債） 実質負担額 実質負担割合 

ふれあいスポーツセンター整備 45.5億円 （40.3億円） 23.7億円 5割 

海浜植物園整備 20.7億円 （16.0億円） 12.1億円 6割 

市庁舎移転整備 19.4億円 （16.3億円） 7.3億円 3割 



市債残高の推移 (%) (億円) 

氷見市の財政状況③ 
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   負担比率 

残高 245億円 
ピーク時から 
3割以上減少 

市の財政規模に対して、借入金（市債）や将来支払っていく可
能性のある負担等の現時点での残高を指標化したもの 

（平成19年度決算より導入） 

「将来負担比率」とは・・・ 

残高 355億円 

将来 

約71％（約173億円）
が将来補塡される 



『市庁舎移転整備について』 
 

～９月補正予算の概要及び修正内容～ 

                                   －ふれあいトーク－                



 

 

  

市庁舎移転整備事業の概要① 

 東日本大震災の教訓を踏まえ、地震や津波
などの災害時に、行政機能を維持し、防災拠点
としての機能が発揮できるよう、耐震性などに
不備のある現庁舎から、旧有磯高校(体育館や

校舎等の一部）の建物を新しい市庁舎として改
修し、移転することにしました。 
広報ひみ平成２４年９月号 １０月号 １１月号 １２月号 



 

 

  

Ａ棟 

Ｂ棟 

Ｃ棟 

市庁舎移転整備事業の概要② 
旧有磯高校体育館 

新庁舎イメージ図 

（平成24年８月） 



 

 

  

市庁舎検討案①（Ｈ２４．１０月） 

１階 



 

 

  

市庁舎検討案①（Ｈ２４．１０月） 

２階 



 

平成２４年１２月 
基本・実施設計業務 
プロポーザルに山下設計 
から提出された鳥瞰図 



 

 

  

市庁舎検討案②（Ｈ２５．３月） 

１階 



 

 

  

市庁舎検討案②（Ｈ２５．３月） 

２階 



 

グラウンド 

Ａ棟 Ｂ棟 

Ｃ棟 

西側駐車場 
（職員用） 
１７８台 

寿
養
荘
側 

屋
内
健
康
広
場
側 

市庁舎検討案③（Ｈ２５．９月） 



 

市民課、税務課、
福祉課、健康課等 
（ワンストップ 
フロアサービス） 

教育委員会 

市民協働 
スペース 

１階 

２階 

１階 

建
設
課
、
都
市
計
画
課
等 



 

１階 

２階 

市議会 

２階 

企画管理部門 

市長室 

災害対
策本部 



市庁舎移転整備事業費の経緯① 

平成２４年度市庁舎移転整備事業費 

 
 
 
 
 
全額を２５年度に繰り越す 
 
 
     
    
  

議会 事業費 備考 

臨時議会 
平成２４年１０
月３０日 

１４億６，０００万円 
 
用地購入費を含む全
体事業費 

平成２５年３月
定例会 

    ８，２８０万円 
内装の木質化や照明
のＬＥＤ化 

 計 １５億４，２８０万円 
 
 
 



身障者駐車場から玄関先までの
キャノピー設置 

解体箇所の増加 

玄関ポーチの増設 

Ｂ棟２階曲面天井 

空調設備 



市庁舎移転整備事業費の経緯② 

 

 

  

増額の内訳 増  額 

空調設備   ＋１億３，８６４万円 

玄関ポーチの増築   ＋１億１，７７８万円 

曲面天井       ＋４，８９３万円 

解体個所の増加         ＋３，５２７万円 

身障者駐車場から玄関先まで 
キャノピーの設置 

       ＋３，４８５万円 

計    ＋６億６，５７６万円 

・
・
・
・ 

・・・・ 

見積り結果 



エレベーターを２基から１基に削減 

既存の電灯・配線の再利用 

旧武道場を改修せず 
防災資機材庫として使用 



市庁舎移転整備事業費の経緯③ 

 

 

  

減額の内訳 減  額 

既存の電灯・配線の再利用   －５，９３７万円 

武道場の改修の取りやめ   －２，７７２万円 

エレベーターを２基から１基に減    －１，３３９万円 

  

計 －１億５，１２０万円 

・・・・ 

・・・・ 

行政の削減努力 



市庁舎移転整備事業費の経緯④ 

市庁舎移転整備事業費（繰越額） 
            １５億４，２８０万円 
 
９月議会 補正のお願い 
             ５億１，９５９万円 
 

 （６億６，５７６万円－１億５，１２０万円の結果として） 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
     
    
  



①断熱サッシの設置 提案額 ７，９４３万円  
■工事内容 

  空調効果を高めるため、Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟の既設サッシを、断熱サッシ
に取り替える。 

９月補正の提案内容① 

 

 

  

Ａ棟 Ｂ棟 



①断熱サッシの設置 修正額 ５，９８７万円  
■工事内容 

  空調効果を高めるため、Ａ棟１階、Ｂ棟、Ｃ棟の既設サッシを、断熱
サッシに取り替える。 

９月補正の修正内容① 

 

 

  

Ａ棟 Ｂ棟 



③自家発電設備の増設 提案額 ３，７４９万円  
■工事内容 
  自家発電能力を１００ＫＶＡから３５０ＫＶＡに変更する。 
  （電力確保を災害対策室から庁舎全体の４分の１へ引き上げ） 

９月補正の提案内容③ 

 

 

  

防災設備 



③自家発電設備の増設 修正額 ０円  
■工事内容 
  自家発電能力を１００ＫＶＡから３５０ＫＶＡに変更する。 
  （電力確保を災害対策室から庁舎全体の４分の１へ引き上げ） 

９月補正の修正内容③ 

 

 

  

防災設備 



④キャノピーの設置  提案額 ３，４８５万円  
■工事内容 

  障がい者駐車場から正面玄関までキャノピーを設置 

９月補正の提案内容④ 

 

 

  



④キャノピーの設置  修正額 ２，０００万円  
■工事内容 

  障がい者駐車場の位置を正面玄関に近づけて(屋根面積
の減）キャノピーを設置 

９月補正の修正内容④ 

 

 

  



⑤熱交換機付き換気扇の設置 
                 提案額 ５，０８８万円  
■工事内容 
  換気扇を熱交換機付きに変更する。 

９月補正の提案内容⑤ 

 

 

  



⑤熱交換機付き換気扇の設置 
                      修正額 ０円  
■工事内容 
  換気扇を熱交換機付きに変更する。 

９月補正の修正内容⑤ 

 

 

  



⑥庁舎外壁の塗装  提案額 ２，８１７万円  
■工事内容 
  市庁舎Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟の外壁塗装を行う。 

９月補正の提案内容⑥ 

 

 

  



⑥庁舎外壁の塗装  修正額 ６０６万円  
■工事内容 
  市庁舎Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟の外壁塗装を行う。 

９月補正の修正内容⑥ 

 

 

  



９月補正の修正内容のまとめ 

 

 

  

減額の内訳 減  額 

自家発電設備増設の取りやめ   －３,７４９万円 

熱交換機付換気扇設置の取りやめ   －２,９６２万円 

Ａ棟２階断熱サッシの取りやめ   －１,９５６万円 

計 －１億２,３６３万円 

・・・・ 

・・・・ 

９月定例会での主な減額 



市庁舎移転整備事業費の経緯④ 

市庁舎移転整備事業費（繰越額） 
               １５億４，２８０万円 
９月補正（見積り結果） ＋６億６，５７６万円 
        （行政の削減） ー１億５，１２０万円 
      (委託料の増額）       ＋５０３万円     
議会修正案        ー１億２，３６３万円 
 
  全体事業費計     １９億３，８７６万円 
     

 
 
 
 
 
 
 
 
     
    
  



市庁舎移転整備事業の予算額① 

 

 

  

種 別 当初見積額 ９月補正額 現在見積額 備 考 

建設工事 ３億８，６５７ ３億１，７１１ ７億  ３６８ 

 改修部内装解体 １，５２７ ３，５２６ ５，０５３ 

 １階床改修 １，３７７ ３５５ １，７３２ 

 内部工事 １億９，７５０ １億１，７７９ ３億１，５２９ 

 内装木質化 ２，７００ ０ ２，７００ 

 玄関ポーチ増設 ５２５ ７，９６８ ８，４９３ 

 キャノピー設置 ０ ２，０００ ２，０００ 

 エレベーター設置 ２，６２５ △１，３３８ １，２８７ 

 外部建具設置 ３，５７０ ４，９１８ ８，４８８ 

 耐震改修 ３，１５０ ２８２ ３，４３２ 

 外壁改修 １，７６４ △１，１５８ ６０６ 

 渡り廊下・車庫 １，４８０ ３，２０８ ４，６８８ 

 駐輪場 １８９ １７１ ３６０ 

（単位 万円） 



市庁舎移転整備事業の予算額② 

 

 

  

種 別 当初見積額 ９月補正額 現在見積額 備 考 

電気設備工事 ３億８，５９７ △４，０８２ ３億４，５１５ 

 受変電設備・LED化 ３億２，４７０ △２，３８５ ３億   ８５ 

 通信設備 ３，２９２ ３０８ ３，６００ 

 自家発電設備 ２，８３５ △２，００５ ８３０ 

機械設備工事 ２億３，０４２ １億２，９８２ ３億６，０２４ 

 給排水衛生設備 ５，９２５ ２，０２９ ７，９５４ 

 消火設備 ６５８ ５２ ７１０ 

 空調設備 １億６，４５９ １億 ９０１ ２億７，３６０ 

その他工事 １億５，８１３ △１，５１７ １億４，２９６ 

 舗装 １億１，４６６ １，２５５ １億２，７２１ 

 外溝 １，５７５ ０ １，５７５ 

 武道館改修 ２，７７２ △２，７７２ ０ 

（単位 万円） 



市庁舎移転整備事業の予算額③ 

 

 

  

種 別 当初見積額 ９月補正額 現在見積額 備 考 

工事請負費計 １１億８，４５０ ３億９，０９４ １５億７，５４４ 

 本体＋外溝 １１億６，１０９ ３億９，０９４ １５億５，２０３ 

 システム移転等 ２，３４１ ０ ２，３４１ 

委託料 ４，５５４ ４７８ ５，０３２ 

 設計業務 ３，５１５ ０ ３，５１５ 

 監理業務 ８２９ ４７８ １，３０７ 

 測量業務 ２１０ ０ ２１０ 

用地購入費 ３億０，０００  ０ ３億０，０００ 

事務費 １，２７５ ２４ １，２９９ 

 合 計 １５億４，２８０ ３億９，５９６ １９億３，８７６ 

（単位 万円） 



 広報ひみ１０月号 

 



久目地区まちづくりふれあいトーク 

                                     －ふれあいトーク－                



１．原子力発電所の災害時の 

  対応について 

                                     －ふれあいトーク－                



氷見市 



 計画の目的 

• 福島第一原発事故の教訓を踏ま
え、氷見市、富山県、石川県、関係
自治体及び防災関係機関が必要な
体制を確立し、総合的かつ計画的な
対応を行うことにより、市民の生命、
財産を原子力災害から守ることを目
的とする。 



原子力災害の概念 
（放射性物質の異常な水準での放出） 

 

 

放射性物質を含む空気のかたまり 

（プルーム） 

 

 

 

 

原子力発電所        住んでいる人たち     農作物 土壌 

放射線外部被ばく 

 

体内摂取 

 

放射性物質の吸入 

放射性物質の付着 



原子力防災対策重点区域 

緊急時防護措置を準備する区域：ＵＰＺ 
（国が目安とする３０㎞圏内にその全部又は一部が含まれる行政区） 

     

   加納   加納（谷内、※中程） 
   稲積  上稲積、※下稲積 
   上庄  ※大野、泉、※中尾、上田、柿谷、七分一、中村、 
   熊無  谷屋、新保、論田、熊無 
   速川  小窪、田江、早借、小久米、日詰、日名田、三尾、床鍋、葛葉 
   久目  久目、※触坂、※棚懸、岩瀬、老谷、見内、 
   余川  余川 
   碁石  上余川、寺尾、懸札、吉懸、一刎、味川、 
   八代  吉滝、磯辺、針木、角間、小滝、国見、胡桃、 
   阿尾  ※阿尾、指崎、森寺、北八代 
   薮田  ※薮田、※小杉、※泊 
   宇波  ※宇波、※脇方、※小境、※大境、白川、戸津宮、大窪、五十谷 
   女良  ※姿、中田、※中波、※脇、長坂、平沢、吉岡、平  
   
   ※印：一部UPZ圏内に含まれる行政区 

 



３０㎞ 

４０㎞ 



施設での緊急事態の区分 

発電所の状況に応じて、緊急事態を３つに区分 

 

      １ 警戒事態 

 

      ２ （施設敷地）緊急事態 

 

      ３ 全面緊急事態 

緊急度 

  少 

   大 



緊急レベル１ 

警 戒 事 態 
• 石川県において震度６弱以上の地震発生 
• 石川県において大津波警報発令 
• 非常用電源の１回線が１５分喪失、又は外部電源が 
   ３時間喪失（平成２５年９月５日国の指針改定） 

 

 市の対応 
 

市は防護体制の構築、情報の収集を行い 

市民防護の準備を開始 
  



緊急レベル２ 

 緊 急 事 態 
 

• 全交流電源３０分間喪失 

• 冷却水の漏洩など 

 

市民は屋内退避準備を開始 
 

 



緊急レベル３ 

全面緊急事態 
• 全交流電源が１時間喪失 

• 原子炉停止不可 など 

 

 

市民は屋内退避を実施し、避
難準備体制に入る 
 



• 緊急時モニタリングによる測定結果に基づき、防
護措置を実施する基準（ＯＩＬ） 

 

  ５００μSV/ｈ ⇒ 数時間以内に避難を開始 
 
  ２０μSV/ｈ ⇒ １週間程度内に一時移転 
 
【参考】 
 ・CT撮影１回の医療被ばく線量  
                およそ１０ｍSV（１０，０００μSV） 

 

さらに、事態が深刻化し、万が一 

放射性物質が放出された場合 



市民への的確な情報伝達体制 

市民のみなさんに、防災情報を伝達します。 
 

（情報伝達手段） 
・防災行政無線（市内１３３箇所） 
・防災ラジオ 
・能越CATV 
・広報車 
・報道機関 
・緊急速報メールなど 



緊急事態応急対策 
（屋内退避、避難収容等の防護活動） 

• 市は、国の指示又は独自の判断により、UPZ
内における屋内退避、避難等を実施する 

• 避難の際は、自家用車両など様々な手段を
利用するものとし、自家用車両による避難が
困難な市民等については、近所の乗合若しく
は、市等が準備する車両等により避難を行
う。 

• また、避難にあたっては、災害時要援護者等
に十分配慮する。 



屋内退避の指示が出た場合 
自宅、職場、最寄りの公共施設などの屋内に入る。 

屋外で通報を受けた場合は、タオルやハンカチで口を覆
う。 

 

 

 

 

  
出典：公益財団法人 原子力安全技術センター「原子力防災ポケットブック」 

★外から帰ってきたら、顔や手を洗い衣服を着替える。 

 （タオルやハンカチ、着替えた衣服はポリエチレン袋に  

  保管しましょう） 

 

  折りたたみ数 除去効率（％） 

 
男性用木綿ハンカチーフ 
男性用木綿ハンカチーフ 
けばの長い浴用タオル 
ぬれた女性用木綿ハンカチーフ 

 
１６ 
８ 
２ 
４ 

 
９４．２ 
８８．９ 
８５．１ 
６３．０ 



屋内退避の対策 



 

 
 

木造建屋 
●放射性ヨウ素による甲状腺が
受ける線量は４分の１から１０
分の１になります 
●外部被ばくに対して約１０％
低減されます 
 

コンクリート建物 
●放射性ヨウ素による甲状腺が
受ける線量は、２０分の１から
７０分の１になります 
●外部被ばくに対して約８０％
低減されます 

屋内退避を実施した場合の効果 
（出典：公益財団法人 原子力安全技術センター「原子力防災ポケットブック」） 

 
 



基本的な避難ルート案 

久目

触坂

葛葉

床鍋

老谷

岩瀬

棚懸

見内

主要地方道

高岡・氷見線

主要地方道

高岡・羽咋線

小矢部市方面へ 高岡市方面へ



２．空き家対策はどのようなも  

  のがあるのか 

                                     －ふれあいトーク－                



                                     －ふれあいトーク－                

空き家に対する支援 

危険老朽空き家対策事業 

  →土地を含めて市に寄附のあった住宅   

   を市が解体撤去 

危険老朽空き家対策事業補助金 

  →解体費用に対し３０万円を上限として 

      補助 



氷見市空き家情報バンク 

企画振興部地域協働課 

空き家の有効活用を考えてみませんか？ 



空き家情報バンクって何？① 

氷見市への定住促進と空き家の有効活用のために、
市外から氷見市への移住希望者に氷見市の空き家を
紹介する仕組みです。   

（H18～実施） 



空き家情報バンクって何？② 

 氷見の海や山などの自然環境は、都
市住民の方々にとって大変魅力があり
ます！ 
「海が見えるところで生活したい！」
「農作業（家庭菜園）をしながら、 
   スローライフを楽しみたい！」 

空き家物件 大募集中！！ 
 

お気軽に地域協働課まで♪ 



空き家情報バンクのこれまでの実績① 

成約年度 
売却・賃貸の別 

合計 
売却 賃貸 

平成１８年度  １件  １件  

平成１９年度 ２件  ２件  ４件  

平成２０年度 ２件  ４件  ６件  

平成２１年度 １件  １件  ２件  

平成２２年度 １件  ６件  ７件  

平成２３年度  ２件  ２件  

平成２４年度 １件  ２件  ３件  

合計 ７件  １８件  ２５件 

（１）氷見市へ移住された方の数 

   ２５世帯５５人 （H18～H24） 



空き家情報バンクのこれまでの実績② 

（２）移住された 
  方の前居住地  

都道府県名 件数 人数 
山形県 １件 １人 
埼玉県 ３件 ８人 
東京都 ５件 ７人 
千葉県 １件 ３人 
群馬県 １件 ４人 
岐阜県 １件 ２人 
石川県 ３件 ７人 
愛知県 ２件 ７人 
大阪府 １件 ２人 
兵庫県 １件 ２人 
長崎県 １件 ２人 
富山県内 ５件 １０人 

計 ２５件 ５５人  

首都圏＞北陸＞東海 
の順で、移住された 
方が多い状況 



空き家情報バンクのこれまでの実績③ 

（３）移住された方の年代  

６０代以上の方が 
一番多い。 
近年は若年者（３０～ 
４０代）の移住希望者 
も増加傾向か。 

世代 人数 

１０歳未満 ９人 

１０代 ３人 
２０代 ３人 

３０代 ９人 

４０代 ８人 

５０代 ８人 
６０代以上 １５人 

計 ５５人  



空き家情報バンクのこれまでの実績④ 

（４）これまでの累計登録件数  

空き家物件－１０４件（現在取扱い件数 ２０件） 

利用希望者－１７２件（現在有効者数  ８９人） 

利用希望者から要望が比較的多い中山間地域や
山間部の物件はまだまだ登録が少ない状況で
す。 
 

★ぜひ、登録についてご検討ください！ 



久目地区まちづくりふれあいトーク 

                                     －ふれあいトーク－                


